
生

活

一語一

。

言語生活

人
間が
言
語を以て
生活
する
実
態を
「
言
語
生活」
と
見る。

そ
の
言
語
生活は、
じつ
に
千
極
万様で
あろ
う。
こ
れ
を、
個人の
言
語

生
活
と
集
団の
言
語
生活と
に
立て
わ
けで
考えて
みる乙
と
もで
きる。
も

っ
と
も、
個人の
言
語
生活と
は
言う
ものの、
じっ
さい
に
は、
乙
れ
も
対

人
的
行
為
で
あ
り、
し
た
がっ
て
そ
乙
に
は
社
会
||人
間
集
団
ーーが
あ

る。
集
団の
言
語
生
活と
言う
もの
も、
じっ
さい
に
は、
個人々
々
の
言語

行
為の
寄り
あい
に
ほ
かな
らない。
と
の
よ
うで
は
ある
が、
「
言
語
生活」

を、
個人
現
象と
し
て
注
目し
うる
場
合と、
集
団現
象と
し
て
注
目し
うる

場
合と
が
あると
と
は、
た
し
か
で
あろ
う。
学
者が一
巻の
独
創
書を
あら

わ
すの
は、
個人の
言
語
生
活と
し
て
注
目
すべ
き
もの
で
あ
り、
方
言とい

う
状
況
は、
言語
生活の
集
団
面につ
い
て
考え
るζ
との
で
きる
もの
で
あ

る。
通
語・
隠
語
も、
共通
語
も、
集
団現
象で
ある。

。

言
語
学は
言
語を
研
究する。
国
語
学は7
日
本
語とい
う
言
語を
国
語と

藤

原

与

し
て
研
究する。
言
語の
研
究が
言語
生活の
研
究で
あるな
ら、
言
語生
活

に
関する
「
学界の
展
望」
は、
今、
国
語
学上
で
は、
日
本
語に
関する
研

究の
全部に
及ば
な
くて
は
な
らない。

が、
本
誌に
分類さ
れた
「
言語
生活」
とい
う
項目は、
そ乙
ま
で
を
意

味し
て
は
い
ま
い。
旧
来、
「
言語
生活」
とい
う
もの
を、
かな
り
特定的

な
項目に
し
て・きた
とζ
ろ
に
は、
学界の
言
語
生活絞
ーーとい
う
研
究態

度
||の一
特色が
あろ
う。

。

「
言語
生
活」
を、
人び
との
言語によ
る
生活と
か、
言
語を以て
する

生
活と
か、
言
語の
生
活と
か
言い
か
えて
みる。
要
するに、
眼
前の
(
過

去の
時
代の
で
は
な
く、
現
代の)、
個人と
か
集
団と
か
言うま
で
も
ない

ζ
との
よ
う
に
さ
え
思
え
る、
海然と
した、
乙
と
ばの
生活の一
大
様
相

を、
「
言
語
生活」
と
言っ
て
みる。

広い
社
会につ
い
て、
現
代の
言
語
生活の
様
相を、
そ
れ
として
大
観し

て
みる
時、
私ど
もは、
種々
の
傾向や
特色を
指
摘すると
と
が
で
きる。

(
個人の
が
わ
か
ら
も
集
団の
が
わ
か
ら
も。)
い
わ
ゆる
言
語
生活に
関し
て

67 



は、
今日、
私な
ど
は、
そ
の一言
語生
活の
「
研
究」
の
展
望
以
前に、
その

言
語
生
活そ
の
もの
の
展
望の
興
味をお
ぼ
え
る。

llじつ
は、
そ
の
言
語

生
活の
研
究が、
まだ、
ぶ
厚い
もの
に
は
なっ
てい
ない
の
で
は
ない
か。

(ぷ
厚
くな
れば、
「
言
語生
活」
の
研
究と
「
言
語」
の
研
究と
が、
合
致し

て
くる
と
思
う。)。

「
言
語
生
活」
そ
の
もの
の
展
望に
し
た
が
え
ば、
一
つ
に、
近
来つ
づ
く

週
刊誌ばや
りの
全
問
的
様
相は、
剖
目すべ
き
も
の
で
ある。
週
刊誌
群

が、
い
かに
多
く
広
く
強
く、
国
民の
言
語
生活を
う
ど
か
し
て
い
る乙
と

か。
ζ
の
現
象は、
日
本の
言
語生
活文
化
史上、
特
筆すべ
き
もの
に
ち
が

い
ない。
ζ
の乙
と
を
考
察
する
つ一言
語
生活」
研
究が、
今後、
大い
に
出

て
よい
と
思
う。

||(「
言
語生
活」
そ
の
もの
の
展
望
は、
い
き
おい、
言

語生
活の
研
究の
展
望に
な
る。)

二つ
に、
広告の、
広い
範
囲と
多
様な
方法とに
わたっ
て
の、
近
来つ
づ

くは
なば
な
し
さ
が、
言
語生
活の一
大
様
相と
して
注目さ
れ
る。
広
告の

技
術は
日
進
月
歩で
ある。
広告
言
語は、
視
聴
覚の
各般の
方
使を
借
りて

立
体
化せ
しめ
られつ
つ
ある。
文
章・
句法・
語
句の
創作は、
日々
に
は

げし
くなっ
て
きてい
る。
ζ
の
面で、
話しζ
と
ば・
書
き
こ
と
ば
と
も

に、
日
本
語は
は
げし
く流
動せ
しめ
られつ
つ
ある
と
もきPえょ
うか。
ζ

の
事
態を、
日
本
語
||
国
語
|lの
生
態と
して、
総
合的に
観
察する
研

究が、
出て
よい
と
思
う。
言
語生
活のζ
の
方面の
研
究の
た
め
に、
た
と

えば
文
化人
類
学的
知
見を
活用
する乙
と
な
ど、
今
後の一
課
題で
は
ない

か。
一
科の
社
会心理
学か
らし
て
も、
こ
う
い
う
広
告百
般の
言
語
生
活

が、
総
括
的に、
お
もし
ろ
くと
らえ
られ
るの
だ
と
思
う。
民
俗
学とい
う

もの
も、
私は乙
れ
を
「
生活」
の
学問と
考える。
生活の
学
問で
ある
民

俗
学は、
広
告の一
大
生活を、
学の
独自の
眼で
と
ら
えてい
くζ
と
が
で

きよ
う。
過
去の、
あるい
は、
あ
り
来たっ
た
民
俗
資材を
対
象と
する
と

と
もに、
その
継起の
事
象、
現
実の
広告
民
俗を
も
見るζ
とに
すれば、

お
もし
ろい
研
究が
で
きよ
う。

三つ
に、
近
来の
機械開
発に
よ
る
言
語
生活の
革
新面が、
乙
とに
注目

さ
れ
る。
電
子頭
脳と
呼ば
れ
るよ
うな
機械の
進
歩につ
れて、
私ど
もの

言
語
生活
も、
ロ
話
面・
書記面と
もに、
大き
くうど
きつ
つ
ある。
乙
の

方面の
文法
研
究や
機械的処理の
研究は、
日
進
月
歩で
あろ
う。
こζ
に

は、
また、
人
間の
思
考の
生
活の
将来を、
人
間論的な
立
場で
論究する

作
業
も
出て
よい。

四つ
と
して、
なお、
注
目
すべ
き
もの
い
く
つ
か
を、
合わせ
かか
げ

る。
「都
会の
言語
生活と
田
舎の
言
語生
活とのへ
だ
た
り・
差異」、
「
東

京の
言
語生
活とジャ
ー
ナ
リズ
ム
との
む
すびつ
き」、
「ジャ
ー
ナ
リス
ト

の
言
語生
活の
形
式化機械
化」、
「
商業主
義出版な
どの
盛行に
よ
る一
般

言
語
生活の
浮
薄
化」、
「ジャ
ー
ナ
リズム
な
どの
流
行
語
製作と、
大
衆の

無
思
考的
言
語
生
活」、
「男性の
言
語生活と
女性の
言
語
生活との
ま
じ
わ

り」、
「
言
語生
活上の、
はな
はだしい
世
代変化」、
「若い
世
代の
言
語
生

活の
中の、
ある
虚無性」、
「政治の
言
語
生活の
中の
不誠
実」、
「
国
際
言

語生
活の
障
害」。
乙
れ
らは、
大
局的に、
統
合的に、
観察
考究
さ
れる

べ
き
もの
で
あろ
う。
乙
れ
か
らの、
し
か
も
切
実な
研
究テ17
がこ
と
に

ある
と
言っ
て
よい。

言
語を
研
究する
学徒の
関心の
展
開が
おそ
くて、
人
は
まだ、
右の
よ

うな
状勢に
対
処し
得てい
ない
の
か。
学徒が、
独
創的な
研究に
は
げめ

ば
は
げむほ
ど、
特殊に一切潜
するζ
と
が
深く、
した
がっ
て、
統
合
的
大

68 



局的な
研
究の
協同
動
作な
ど
に
は
はい
りに
くい。

山(主告の
言語生
活の
孤

立
性は、
つ
ねに
指
摘すると
と
が
で
きる。
その、
孤立
的な
とこ
ろが、

学者の
言語生
活の
深
層で
も
あろ
う。
そ
うした
学者の
言語生
活の
所
産

と
しての
研
究
著
書に
対
する、
い
わ
ゆる
書評は、
学
者の
言語生
活花
関

する一
種の
研
究で
ある
と
も
見ると
と
が
で
きる。

さ
て、
右の、
深
層の
言語生
活に
対
し
て、
表層的な
言語生
活が
あ

る。
近
来は、
い
わ
ゆる
学
術論
文や
著
書に
も、
種々
の
発
表
様
式・
表
現

様
式(
あるい
は
表
現工
夫)
が
見られ
るよ
うに
なっ
た。
人
は、
そ
の
発

表
内
容の
表
現の
た
め
に、
さ
まざ
まの
演出を
して
もい
る。
そ
の
技
を
き

そ
うか
の
よ
うな
言
語
生
活の
あるの
を、
私ど
もは
注
目せ
ざ
る
を
得ない

の
で
ある。
そ
の
表層的な
事
態に
対
する
建設
的な
批評
11研
究
lll
の

出るζ
と
が
望ま
れる。

。

つ
ぎに、
言語生
活につ
い
て
の、
学究の
「
研究」
の
展望一に
およ
ぽ

.つ。

言語生活

日
常の
言
語
生活、

||一
般
人の
毎日の
言語生
活に
とっ
て、
もっ
と

も
必
要なの
は、
創
造性で
は
ない
か。
乙
の
創
造性へ
の
思
慮を、
大
衆の

生
活の
知
恵
と
するた
め
に、
学者の
研
究がい
る。
乙
れに
関して
注
目さ

れ
る一
つ
の
学問
は、
一
般
意
味論で
ある。
森
岡
健二
氏に
は、
『人
聞を

支配
すると
とばのマ
ジッ
ク

||ゼ
ネ
ラル
セマ
ン
ティ
ッ
クス
ll』

(
四
十一
年四
月至
文堂)
が
ある。

広い
視
圏での
言語生
活の
交流・
通
行を、
学者はつ
ねに
問題に
し
な

くて
は
な
る
まい。
乙
の
点で、
国
弘正
雄
氏ほ
か三
氏の
訳
出さ
れた、
ホ

ール
とい
う
人の
『
枕黙のζ
と
ば』
(
四
十二
年
十一
月
南
雲
堂〉
は、一
つ

の
興
味ぶ
かい
参考
書で
あヲ
たc

四
十一
年内
発
行の、
「
話し
方」「
書き
方」
の
参考
文
献に
関して
は、

『
国語
年鑑昭
和
四
十二
年版』
を
参照せ
られたい。
そ
れに
「
言
語技
術」

とい
う
見出し
も
ある。
「
言
語技
術」
菩の
出る乙
と
は、
依
然と
して
さ

か
ん
な
もの
が
ある。
が、
「何な
にの
しかた」
の
「か
た」
を
内
面
化
す

ると
と
がたい
せつ
なの
で
は
な
か
ろ
うか。

筆者は、
そと
を
主
眼に
して、
小冊
『ζ
とばの
生
活のた
め
に』(
四
十

年一
月
講談
社)
を
世
に
問
う
て
み
た。
乙
の
年
十月、
持
島忠夫
氏
が

『
文
章工
学
||表
現の
科
学
||』(三
省堂)
を
発
表さ
れたの
は、
窓
義

深い
こ
と
で
あっ
た。
棒
島
氏は、
文
章製作に
関して、
じつ
に
明断な、

論理
獲
然と
した
説
明
を
してい
られる。
忽者な
ど、
理
念・
精
神は
氏の

に
同じ
もの
を
持っ
と
自
覚しつつ
も、
その
方法の
合理
的なの
に
は、
推

服の
情
を
禁じ
得ない
の
で
ある。
世一回く
生
活の
合理
的
推進を
研
究して、

氏はな
お
多くの
発
言・
活
動を
示してい
られる。

山
内
得立
先
生
『意
味の
形
而上
学』
(四
十二
年四
月
岩
波
書
庖)
をと

乙
に
あ
げる乙
と
は、
突
然で
あろ
うか。
そ
うで
はない
と
思
う。
言
語
生

活の
合理
的な
推
進と
内面
化との
さい
に
肝
要なの
は、
意
味の
真義の
理

解で
ある。
乙
の
時、
右の
よ
うな
沈潜追
求の
警は、
私ど
もの
大きい
支

え
に
な
る。
言語生
活の
社
会的
習
慣の
中に
あっ
て、
乙
とば
に
無
自
覚・

無
反
省と
な
りが
ちの
わ
れ
わ
れ
を、
と
の
香は
む
ち
うっ
て
くれ
る。

社
会の
言語生
活を
広く
見て、
その
習
慣の
中か
ら、
興
味ぷ
かい
トピ

ッ
ク
を
多くと
りあ
げた
もの
と
して
は、
吉田金
彦
氏の
『乙
とばのカル

テ
ふ
だ
ん
語
百
話』
(
四
十二
年
十一
月三
省
堂)
が
ある。
ζ
の
穫の
も

の
も、
私
ど
もの
日
常言
語生
活を、
い
ろい
ろに
反
省さ
せ
て
くれる。

方
言
社
会を
見て、
そ
の
特色
ある
言語
生活を
描く乙
とにつ
とめ
た
も
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の
と
し
て
は、
一
つ、
佐
藤
義人
氏の
『
駿
河
岡
部の
方
言と
風
物』
(
四
十

二
年九
月大
学
書
林)
を
あ
げる乙
と
が
で
きる。

。

書
物の
うち、
辞
典・
辞
書の
類は、
直接、
人び
との
言語
生
活の
座
右

を
うる
お
す
もの
と
さ
れる。
そ
の
新
版を
見た
もの
に、
久
絵桃山一
氏ほ
か

三
氏監
修、
桐
原
徳重
氏
ら
編の
『国
語
辞
典』(
凹
十一
年
十一
月
講談
社)

が
ある。
三
省
堂
編
修
所
編の
『
新
国語
中
辞
典』(
四
十二
年一
月三
省
堂)

が
ある。
日
本
放送
協
会編
『日
本語発
音ア
クセ
ン
ト
辞
典』
(四
十一
年

八
月日
本
放送出
版
協
会)
が
ある。
話
す乙
とば
の
生活の
た
め
に
は、
ホ

の
『発
音ア
クセ
ン
ト
辞
典』
が
好
伴
侶
と
な
ろ
う。

文
字生
活を
と
りあつ
かっ
た
もの
とし
て
は、
国
立
国
語研
究
所報
告羽

『
戦
後の
国
民
各回の
文
字
生
活』
(四
十一
年三
片)
が
ある。
「
言語
生
活」

の
研
究で
は、
国立
国
語
研
究
所
が、
大
きな
役わ
りを
はた
し
て
きてい

ヲ令。国立
国
語
研
究所の
大
久
保
愛
氏は、
『幼
児
言
語の
発
達』(
四
十二
年
十

一
月
東
京堂出
版)
を
世に
問わ
れた。

特に
「
敬
語」
に
関し
て
は、
大
石
初太
郎
氏の
『正しい
敬
語』
(四
十

一
年六
月
大
泉苔庖)
が
あ
り、
辻
村敏
樹
氏の
『
現
代の
敬
語』(
四
十二

年
十一
月
共文
社)
が
ある。

向
井
克胤
氏は、
「日
常
言語
生
活にお
け
る
伝
達上
の
障
壁」
と
の
一副
題

を
設け
られた
『乙
とばの
壁』
を
あ
ら
わ
さ
れた。
(四
十二
年七
月
桜
楓

社)国立
国
語
研
究所
編、
毎
年の
『
国語
年鑑』
(
秀
英出
版)
は、
日
本
現

代の
言語
生
活を
大
観させ
て
くれて、
有
益で
ある。

。
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つ
ぎに
は、
雑
誌の
類を
問題にし
よ
う。

「
言語
生
活」
研
究の
専門誌は
『
言語
生
活』(筑
摩書房)
で
ある。
創

刊以
来、
特
集形態を
追っ
て
きた
本
誌
の
発展は、
高く
評価さ
れ
てよ

い。
昭
和
四
十一
・
四
十二
年もまた、
「
特集」
の
連
続で
あっ
たO
H乙
の

つ
ぎ
は
何の
特
集だ
ろ
う
7H
と、
人に
た
え
ず
興
味をい
だ
かせ
て
きた
編

修の
努力
は、
たっ
とぶべ
き
もの
で
ある。
テ
17
を
求め
て、
つ
ねに
新

鮮で
あ
ろ
うと
する
本誌に
は、
「
言語生
活」
の
総
合的
研
究・
特
定的
研

究へ
の
熱意が
み
とめ
られる。
各迭の
内
容とし
て
は、
「目」「
耳」
の
よ

うな
もの
も
ある。
と
の
程の
記
事も
貴重で
ある。
「
録音器」
の
記
事も

また
貴
重で
ある。
「乙
とばの
くずか
ど」
も、
私はいつ
も
愛読し
て
い

る。
雑誌
『
言語生
活』
が、
ジャ
ー
ナ
リズム
とア
カ
デミズム
との
よい

調和
を
目
ぎし
て、
い
よい
よ
発
展してい
くζ
と
を
祈っ
て
や
ま
ない。

つ
い
で
問
題に
し
うるの
が、
『乙
とばの
宇宙』
で
ある。
乙
れ
は一
九

六
六
年の
六
月に
創刊さ
れた。
(-フボ
教
育セ
ン
ター)(テッ
ク
言語
教
育

事業、グル
ー
プ)
本誌は、
「と
とばの
宇
宙」
とい
う
構想の
もと
に、
斬

新な
意
図をつ
ぎつ
ぎに
うち
出し、
言語の
科
学を
新し
く
広く
建設し
て

い乙
うと
し
てい
る。
そのい
とな
みの
中に
は、
創
造
的な
「
言語
生
活」

へ
の
大きな
関心
が
ある。
私ど
もは、
ζ
の
新雑誌を
手に
するこ
と
によ

っ
て、
旬
月、
私どもの
言語生
活の
改
善、
意
欲
的な
改
革を
考えてい
く

乙
と
が
で
き
る。
今後い
よい
よ、
宇
宙
次元の
雑誌
企
画が
展
開さ
れる

な
らば、
新
時代に
生
きよ
うと
する
人び
と
は、
そ
の
前む
きの
言語
生
活

を、
乙
乙
で
大い
に
きた
えてい
く乙
と
が
で
きよ
う。

い
ま一
つ
の
「
言語
生
活」
誌と
見てよい
もの
に、
『放
送
文
化』
(日
本



放
送
出
版
協
会)
が
ある。
乙
れ
も、
前誌と
同じ
く「
特集」
吐んで
ある。

放
送
方面に
関しての
「
言語
生
活」
研
究が、
毎
号、
多
彩に
盛
られてい

ヲ令。以
上
の
諸雑誌が、
み
な
「
特集」
方
式で
あるの
は、
注目に
価
する。

ζ
の
よ
うな
編
修意
図の
中に
は、
まず
開
拓
精
神が
あろ
う。
態
度は
前む

き、
限はつ
ねに
展
望の
か
ま
えに
あろ
う。
読
者は、
こ
れ
らの
雑誌に
よ

っ
て、
文
明
機械
器
具
利
用の
応
用
面へ
も、
関連
諸
多
科
学の
花園へ
も、

し
ぜ
んに
導
入さ
れてい
く。

。

言語生活

一
項と
して、
別に
記
すべ
き
は、
N
H
K
総
合放
送
文
化
研
究
所、
放
送

用
語
研
究部の
研
究
活
動で
ある。
一
つ
に
は、
『
放送
用
語の
研
究』
が
あ

る。
(
四
十一
年四
十二
年と
も、
『文
研
月報』
よ
りの
抜
刷
りを
発行して

い
る。)
二
つ
に
は、
つ
ぎに
か
か
げるよ
うな
研
究報
告が
ある。

話し乙
と
ば
と
放
送

||放
送の乙
と
ば
第3
回ア
ン
ケー
ト
結
果

報
告
ιei--

竹田スエ

(
四
十一
年八
月)

放
送
用
語
発
音基
準の
問
題

ll
発
音の
ゆれのい
ろい
ろ
||』

西
谷
博
信

(四
十一
年八
月)

放
送
用
語
研
究の一
方
法

菅
野
謙

(
四
十一
年八
月)

発
音し
に
くい
乙
と
ばの
音
声要
因

||全
国ア
ナウン
サー
対
象の

ア
ン
ケ
ー
ト
調査の
分
析
||

菅野
謙
早田
輝
洋
(
四
十

二
年
六
月)

「放
送
用
語」
を
研
究
する
右の
機
関の、
地
道な
活
動は、
現
代
言語
生

活K
対
する、
一
方か
らの
研
究
活
動と
して、
推
重
すべ
き
もの
と
考え
ら

れ
る。
多
くの
点に
関して、
教え
られ
ると
との
多い
研
究が、
しば
しば

発
表さ
れてい
る。
ね
が
わ
しい
の
は、
乙
の
穫の
用
語研
究が
ま
すま
すグ

イ
ナミッ
ク
な
もの
に
な
るこ
と、
かっ、
研
究成
果が
ど
し
ど
し
と
現
場に

生か
さ
れ
ると
と
で
ある。

。

乙
乙
で、
苦
物出
版の
全
般に
関して
も、
「
言語生
活」
とい
う
面か
ら、

一
乙
と、
ふ
れて
お
きたい。
商業主
義的出
版の
隆疲の
もと
で
は、
諸般

の
全
集もの
や、
い
わ
ゆるベ
ス
ト・
セ
ラ|
の
類が、
ζ
とに
読
む
言語
生

活の
人
び
との
目を
うばい
が
ち
で
ある。
乙
の
とこ
ろに、
い
わば
没
個性

的な
言
語
生
活の、
浅く
流れ
る
傾向の
あるの
を、
時流と
して
注目せざ

る
を
得ない。

。

最後の一
項と
して、
国
語
審議
会の
活
動
を
と
り
あ
げ
る。

||そ
れ

を、
「
言
語
生
活」
に
関する
研
究・
討
論の
活
動と
見て
で
あ
る。
四
十三

年三
月二
十日の
『
朝日
新聞』
に
は、

第八
期の
同
審議
会は、
五
月末に二
年間の
任
期切
れ
とな
る
が、
文

相へ
の
答
申が
期
待で
きそ
うに
ない
の
で、
文
部
省は、
当用
淡
字の

再
検
討な
ど
を
次
期
審議
会に
引
継ご
うと
考え
てい
る。

と
あっ
た。
こ
の
会の
活
動の、
「一言語生活」
の
書記
面に
関する
研
究も、

成
果を
あ
げるζ
と
が
む
ずか
し
い
よ
う
で
あ
る。
国語論
議の
言語生
活

の、
合理
的
発展とい
うと
と
は、
望ん
で
得に
くい
もの
の
よ
うで
ある。

。

71 

乙
の
「
展
望」
記
録の
む
すび
と
して
述べ
たい
こ
とは、
つ
ぎの
とお
り



で
ある。

口「
言
語生
活」
の
研
究に、
よと
に
見る
研
究と、
た
て
に
見る
研
究と

が
ある。

口「
言
語生
活」
とい
う一
大
総
合
体を
と
らえる、
研
究の
総
合
的
方
法

が、
考え
られな
くて
は
な
ら
ない。

口
言語生
活の
研
究と
言語の
研
究との
相
即一
致が
望ま
しい。

口
所
詮、
研
究の
中心に
すえ
られ
る
べ
き
は、
「人
間」
とい
う理
念で

あろ
う。

口
研
究
者の、
人
間
学
的な
世
界
観と、
言
語感
覚ない
し
言
語生
活
感
覚

と
が
入用で
ある。

|
広島大
学
文
学
部教
授
|
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